
【ECW ニュースレター】 

 

 

記事掲載：2021 年 12 月 

翻訳：2022 年 1 月 

 

紛争等の暴力により学校が閉鎖され、 

70万人以上のカメルーンの子どもたちが影響を受ける 

 

 

 

教育に対する攻撃、生徒や教師の殺害、連れ去り、嫌がらせにより、学校の閉鎖を余儀なくされ、脆弱

な立場にある子どもたちがさらに窮地に追いやられています。 

 

【背景】 

カメルーンでは、北西部と南西部における分離独立運動により、武装組織と政府軍との衝突が 5 年以上

にわたり続いています※1。また、極北州では土地をめぐって部族が対立し、紛争が勃発しています。さら

に、隣国の中央アフリカ共和国から逃れてきた人々を、難民として受け入れています。この 3 つの人道危機

の影響は、カメルーンの 10 州のうち 9 州に及んでいます。そして、100 万人以上の子どもたちが緊急の教

育支援を必要としています。 

 

2021年 12月 2日、ニューヨーク／オスロ／ヤウンデ –  
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国連人道問題調整事務所(UNOCHA)が最近行った分析によると、カメルーンの北西部および南西部地

域で暴力による学校閉鎖の影響を受けた子どもは 70 万人以上にのぼるといいます。 

 

ノルウェー難民評議会のヤン・エグランド事務局長と ECW（教育を後回しにはできない基金）のヤスミン・

シェリフ事務局長は、2021 年 12 月にカメルーンを共同で訪問した際、カメルーンの教育に対する攻撃を

終わらせるよう、次のように呼びかけました。 

 

「これは現在、世界で最も複雑な人道的危機の一つです。子どもや若者は、家や学校から逃げなければな

らず、暴力や誘拐、児童婚、武装集団に連れ去られるなど、複数の脅威にさらされています」とヤスミン事

務局長は述べました。「私たちは、この忘れられた危機に対応するため、ドナーからの緊急支援を求めます。

人権を尊重し、国際人道法の原則と“学校保護宣言”を遵守することを求めます。そして、すべての子ども

や若者が、質の高い学習環境がもたらす、安全、保護、希望を取り戻せるよう、ECW のパートナー（国

連機関、NGO、財団、ドナー国等）に努力を重ねることを求めます。」 

 

UNOCHA によると、カメルーンの北西部と南西部では、3 校のうち 2 校が閉鎖されているとのことです。11

月 24 日、カメルーン南西部のエコンド・ティティで、子ども 4 人と教師 1 人が襲撃され、死亡しました。 

 

最近では、北西部の地域が 9 月 15 日から 10 月 2 日の間、非国家武装集団により封鎖され※2、保

健や教育などの基本的なサービスへのアクセスが制限されました。 OCHA は、この期間、北西部で襲撃事

件が複数回行われたことを報告しています。これらは学校や教育施設を狙ったものであり、8 人の生徒が連

れ去られ、学校に通おうとした少女が指を切り落とされました。また、5 人の公立学校の校長が連れ去ら

れ、そのうち 1 人は殺害されました。 

 

北西部と南西部が封鎖されていた間、定員の 60％以下で運営されていた都市部の一部の学校を除き、

すべての学校と地域の学習スペースは閉鎖されていました。人道支援の活動が中断することにより、約 20

万人が食料を受け取ることができませんでした。 

 



3 
 
 

地域の封鎖と治安の悪化により、ノルウェー難民協会を含む国連機関や援助団体は、北西部および南西

部の両地域で支援を必要とする人々への救命物資の提供を一時的に中断せざるを得なくなりました。 

 

カメルーンの 10 州のうち 9 州は、北西部と南西部の危機、極北州の紛争、中央アフリカ共和国から逃れ

てきた人々の難民問題という 3 つの複合的な人道危機のいずれかの影響を受け続けています。これらの複

合的な危機のために、100 万人以上の子どもたちが緊急の教育支援を必要としています。 

 

ECW は 2021 年 5 月に、危機下にあるカメルーンにて第一次緊急対応プログラムを発表し、中央アフリ

カ共和国から逃れてきた難民の子どもたちが、質の高い、保護された学習環境を利用できるようにすること

を目的とした、資金動員を行っています。 

 

2021 年 12 月、ECW は国連機関、ノルウェー難民協会、教育に関わる市民社会の関係者と密接に連

携し、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と気候変動の影響により、さらに深刻化するカメルーン

の 3 つの危機に対処するため、緊急対応プログラムを基にした、複数年にわたるレジリエンス・プログラムをカ

メルーンで策定しました。 同プログラムに対し、ECW は 3 年間で 2,500 万ドルを拠出する予定ですが、

事業実施のためには推定 5,000 万ドルが不足しており、この資金不足を埋めるよう他のドナーに資金拠

出を呼びかけています。もし資金が完全に調達されれば、この複数年プログラムにより、最も被害を受けてい

る地域において、約 25 万人の子どもたちや若者に、安全で保護された学習環境を提供することができま

す。 

 

※1 OCHA “Cameroon Situation Report” 14 Jan 2022 より 

※2 OCHA “Cameroon: North-West and South-West  Situation Report No.35” 30 September 2021 より 
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